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はじめに 

 

 東京都教育委員会では、平成１９年度より将来の共生社会の実現の基盤を創ることを目

指して副籍制度を導入して以来、保護者の理解・協力や学校関係者の努力により、今日ま

で着実に副籍制度の基礎作りを進めてきました。 

昨年度、これまでの成果と課題に基づき現行の副籍制度を見直し、これからの副籍制度

の在り方を「副籍ガイドブック」としてまとめました。このガイドブックでは、副籍制度

の新たな理念をはじめ、副籍制度が目指すものや副籍制度に関わる人々に求められる役割

など、これからの副籍制度の推進・充実に向けた指針を整理しました。 

新しい副籍制度では、平成２７年度入学生から、原則として、都立特別支援学校の小学

部、中学部に在籍する全ての児童・生徒が副籍をもつことになります。これにより、都立

特別支援学校に在籍する児童・生徒も地域の子供である、という理念を関係者間で共有で

きるようになり、副籍制度の一層の充実を図る基盤が整いました。 

副籍制度を活用した交流は、小学部から中学部まで 9 年間継続することが可能です。交

流を長く継続していくためには、地域指定校である小学校や中学校と特別支援学校の児

童・生徒、保護者、教職員が無理なく実施できる方法を工夫する必要があります。 

 この副籍事例＆アイデア集では、都内で取り組まれている特色ある事例を紹介していま

す。これから副籍制度を活用した交流を始めるときや交流内容を見直すときに参考にして

いただき、障害のある児童・生徒と障害のない児童・生徒の交流がより充実するように願

っています。 

 

各学校や区市町村教育委員会におかれましては、本書の内容を踏まえ、それぞれの地域

の実情に応じて創意工夫をして、障害のある子供と障害のない子供の交流活動の充実に向

けて御尽力いただけますようお願いします。 

 

 平成２７年３月  

東京都教育委員会 
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